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市
で
は
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
周
り
の
人
た
ち
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、
質
問
１
の
自
立
支
援
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

状
況
で
も
み
な
さ
ま
が
な
る
べ
く
自
分
で
決
め
て
自
分
ら
し

く
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
様
々
な
専
門
職
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
専
門
職
は
、
研
修
会
な
ど
へ
参
画
し
て
能
力
向
上
に
励

ん
だ
り
、
個
別
会
議
な
ど
で
は
、
各
専
門
職
の
視
点
か
ら
協

議
し
、
多
角
的
な
支
援
に
努
め
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
質
問
２
関
連
で
は
、
他
県
や
他
市
同
様
特
に
65
歳
以
上
人

口
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
利
点
を
活
か
す
取
り
組
み
例

と
し
て
、
栗
東
１
０
０
歳
大
学
や
い
き
い

き
活
動
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
シ
ニ
ア
の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
で

若
い
世
代
の
暮
ら
し
も
盛
り
立
て
て
い
く

こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

質
問
３
の
介
護
を
受
け
る
状
態
と
な
る

こ
と
へ
の
予
防
と
し
て
「
い
き
い
き
百
歳

体
操
」
の
普
及
啓
発
、質
問
４
の
介
護
を
受
け
る
状
態
と
な
っ

た
時
に
再
び
自
立
（
律
）
す
る
高
齢
者
と
な
る
サ
ポ
ー
ト
が

で
き
る
よ
う
、
介
護
人
材
の
発
掘
育
成
と
し
て
「
介
護
従
事

者
養
成
講
座
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
と
し
て
持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
と
な
る
よ

う
努
め
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
主
役
は
み
な
さ
ま
。
一人
ひ
と
り
の
心
が
け
と
あ

な
た
の
行
動
が
重
要
で
す
。
さ
ぁ
、
実
行
！

質
問
④
：
栗
東
市
の
平
成
28
年
か
ら
平
成
37
（
２
０
２
５
）

年
で
在
宅
医
療
（
訪
問
診
療
）
が
必
要
な
人
（
推
計
）

は
ど
れ
ぐ
ら
い
に
な
る
？
ヒ
ン
ト
→
平
成
28
年
か
ら

平
成
37
年
の
栗
東
市
の
65
歳
以
上
人
口
の
伸
び
率
は
、

１
・
12
倍

　
１
、
1.1
倍

　
２
、
1.2
倍

　
３
、
1.5
倍

質
問
⑤
：
平
成
28
年
度
栗
東
市
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

で
の
支
出
金
額
は
い
く
ら
？
ヒ
ン
ト
→
栗
東
市
会
計
支

出
金
額
は
、
３
４
３
億
４
３
０
０
万
円

　
１
、
21
億
５
０
０
０
万
円

　
２
、
31
億
５
０
０
０
万
円

　
３
、
41
億
５
０
０
０
万
円

こ
た
え

質
問
①
→�

３　
「
有
す
る
能
力
の
維
持
向
上
に
努
め
る
」

と
自
立
（
律
）
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

質
問
②
→�

１　

全
国
で
も
人
口
増
加
が
続
く
珍
し
い
地
域

で
す
。
高
齢
者
数
も
急
激
に
増
加
し
ま
す
。

質
問
③
→�
３　

平
成
24
年
よ
り
、
高
齢
者
数
は
増
加
し
て

い
ま
す
が
、
横
ば
い
状
態
で
す
。

質
問
④
→�

３　
「
急
性
期
」「
回
復
期
」「
慢
性
期
」
と
し

て
病
院
の
機
能
が
整
理
さ
れ
、
療
養
で
入
院
す

る
こ
と
か
ら
在
宅
医
療
へ
と
転
換
し
ま
す
。
在

宅
で
療
養
で
き
る
た
め
の
人
材
養
成
が
急
が
れ

ま
す
。

質
問
⑤
→
２　

　

あ
な
た
は
、
何
問
正
解
で
し
た
か
？
質
問
に
つ
い
て
考
え

て
み
て
、
何
を
感
じ
ま
し
た
か
？
「
自
分
事
」
と
し
て
考
え

る
こ
と
が
、
今
、
必
要
で
す
！

今
回
は
医
療
介
護
に
つ
い
て
の
情
報
で
す
！

　
さ
ぁ
！
腕
試
し
。
次
の
問
い
に
つ
い
て
３
つ
よ
り
正
解
と
思

う
１
つ
を
選
び
ま
す
。
こ
た
え
は
、
続
き
に
あ
り
ま
す
。

質
問
①
：
介
護
保
険
法
の
第
４
条
に
書
か
れ
て
い
る
国
民

の
努
力
お
よ
び
義
務
は
何
？

　
１
、
介
護
保
険
を
利
用
し
て
、
で
き
る
だ
け
家
族
に
介
護

の
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
２
、
介
護
保
険
を
利
用
す
る
た
め
に
、
介
護
保
険
料
を
納

め
る
。

　
３
、�

介
護
保
険
を
利
用
し
て
、自
分
の
こ
と
は
自
分
で
行
っ

た
り
決
め
た
り
し
続
け
る
こ
と
、
ま
た
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

質
問
②
：
湖
南
圏
域
（
草
津
市
、
守
山
市
、
栗
東
市
、
野

洲
市
）
の
今
後
20
年
間
の
人
口
は
、
ど
う
な
る
？
ヒ

ン
ト
→
滋
賀
県
の
２
０
１
５
年
の
高
齢
化
率
は
、
24・

２
％
。
湖
南
圏
域
は
、
20・３
％

　
１
、
増
加

　
２
、
横
ば
い

　
３
、
減
少

質
問
③
：
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
要
介

護
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
平
成
28
年
度

の
栗
東
市
の
新
規
申
請
者
（
平
成
28
年
度
中
に
新
た
に

申
請
さ
れ
た
人
）
は
約
何
人
？
ヒ
ン
ト
→
栗
東
市
の
65

歳
以
上
人
口
は
、
約
１
万
２
千
人

　
１
、
２
０
０
人

　
２
、
３
０
０
人

　
３
、
４
０
０
人

栗
東
の
こ
と 

知
っ
と
こ
！
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栗東市長寿福祉課（地域包括支援センター）　地域支援係
TEL：０７７－５５１－０１９８　FAX：０７７－５５１－０５４８

見つけた!! 隣のキラリさん見つけた!! 隣のキラリさん
このコーナーは目標や生きがいを持って健康づくりをしておられる皆様を紹介しています。

木下　昭一さん（安養寺在住・76歳）
『多少不自由でも自分の力で生きたい』

　＊今回ご紹介する木下さんは、脳梗塞を発症されましたが、現在も
目標に向かって頑張っておられます。会社経営を若い世代に任せ、安
堵された矢先のことだったようです。
・病気を発症された時のお気持ちは？
　左半身が麻痺し「10年前に脳梗塞を発症した時とはちがう。いつに
なったら退院できるんだろう、早く戻りたい・・・」と不安でいっぱい
でした。しかし「完全に、もとの体には戻らないが、リハビリを一生懸
命やったら、絶対によくなる」と強い信念を持って頑張り、４ヵ月後に
退院する事ができました。元々、何をするにも積極的に取り組む性格が、
よかったのだと思います。

・退院してからのがんばりは？
　週に２回リハビリ施設に通い、自宅でも運動を続けています。
　カラオケも週に１回は、妻と行きます。発症直後は、うまく話すこともできなったので、「歌えてい
るんだろうか?」と心配していましたが、友人から「だんだん上手くなっている」と言ってもらい「こ
れもリハビリ、何でも歌ってみよう」と思いました。
・今後の目標とそのためには？
　退院時より身体は動くようになり、できるだけ自宅でじっとしている時間を少なくしています。屋外
にも歩行器で出かけています。まずは１人で歩いて近くのコンビにまで行けるようになりたいです。
　そして１年後には、自分で車を運転して旅行に行き、好きな写真もたくさん撮ってみたいと思います。
　これからの人生、今、できることを楽しみ、暮らしていける事に、感謝していきたいです。

リハビリ施設職員さんより

　運動される時は黙々と頑張られています。施設内の他の利用者さんに、ご自身から声をかけられ、
コミュニュケーション力も抜群で、いつも前向き。周りを楽しませてくれる木下さんです。

編集者より

　お話されている間もずっと「何にでも頑張るぞ！」と意気込みが感じられました。
　この秋には金婚式のお祝いで、琵琶湖のミシガンに奥様と２人で乗船されまし
た。船の中も歩行器とエレベーターで移動され、「楽しかった」と話されました。
何にでも、どんな時も、チャレンジ精神が強い木下さんの笑顔は、目標を持っ
てこその強さで最高だと思います。


